













材 料 お よ び 方 法
本望験には,洞性の赤神力とrTJt一う出伝的背景をもち,耐性泊伝子のかわ りに池伝子確を
異にする他の煩性迫転子で mき換えた八つの括性系統と赤神力 および その並性 isogenic
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とにする. また,渦性遮fi;･了に対立する正常盟の並性遺伝丁 (Uz)をもつ lSOgenic 系
統 (並赤神力という)は.当研究室で止比晶靴に納赤神力を9rFTI戻し交悦して作られた.
各系統は, 当地方〝吊抽珊旧 法に叩‖∴ 11月15l,帖 90cm の畦に,柵PI'.12cm で,













とした.したがって,この腿屯には.机を除くすへての地上部の易経j',装∴軌 触 帆 耕
おj:びILtの重さが含まれる. 収櫓指数も, この材料7taI用い,粒正/総′I一席:Li-×100(浴)
で 小し 名薬繁茂腔は (総'J_産iLl':一穐屯)/イ'-唄 で表わした.子'ji収打l:を待めて,秤1■t(ほ
すべて70℃,一･足夜の通肌乾燥後,行1た.
耐倒伏性については,次の -:.つのプ)法で調べた.













18 i-3:学 研 牝
(稗長)2×(地上部/i体砥)
倒伏指数 (L)-｢座祈鳴曲直 -メソト)×(搾叱顧訂
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?? ? ?? ???
十 N.赤神力より5%水準で布掛叫冊n. -ilf./h神力より5%水,lLiで有意に減少.
ずれの.評価法によっても,矧 生系統間に差熊があり,dwoや dwd,dwgのように既存の冊
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のl(I.-L卜肥区の値)/(中肥Ij(io)他)×100(%)で表わ し,第 6か 二力1.した.
24 i:辻学 研 究
第 6IR 千束収B:,槌数,1払羊立札 1細粒数および押r<に
ついての系統別肥料反応度 (%)隻
















並 赤 神 力
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雛 7未 了･実収危 地数.1地相巾.1冊や.I,-敬:トよひ件尺に
ついての肥料反止､腔偶のIn関係放
rf嘉J論 丁拙 敬17 蒜 ｢ 1地租敬
他 数
1 触 粒 れ
1 雌 1:L 教
1■.I に
1%水叶.てTI豊
169リ l - .17 11
鮭は1租粒鵡あるいul脚 紙数の肥料反応性との間に正の高い相関関係がなられ,梓長と
はl白.按的な掬係がないことがわかった,また,槻教の肥料反応度の高いdu)a,du)C.bよひ



















































































1) 極性系統は,･一般に並赤神力より例伏 し難い.それは単に符長が無 くなったためば




3) それ らの減収のj-I.･通的 7-.賓掛 .L,穂数の減少よりも,む しろ1拙粧 fi'の仇下であっ
た,それは, 縮乱 1秘粒数あるいは 1000障 rtO)弼少によるものであるが, 両名の関与
する程度は系統によってかな り只なった.




6) 並赤神力は多肥区で若干減収 したが,多くの矧 生系統は増収 した.その結果,多肥
条件では_並赤神力を越える系統 もあった.
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